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１１月９日（土）・１０日（日）に、「第４７回板橋農業まつり」が赤塚体育館通り周辺

で開催されました。土曜日は暖かい陽気で、日曜日は時折小雨が降ってくるなど、雨の心

配もございましたが、２日間で延べ８万５千人と、多くの来場者で賑わいました。    

今回も、第１会場でのオープニングパレードをはじめ、民踊やみこしなどが行われまし

た。また、第３会場における区内産農産物の販売など、各会場は大盛況となりました。次

のページには、共進会の入賞者一覧を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４７回板橋農業まつり開催 

野菜宝船 けんちん汁試食会 

オープニングパレード 共進会会場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

新春七草がゆの集い 

農業委員会視察 

 

【蔬菜の部】              

区長特別賞   ダイコン 木村 繁夫 様 

区長賞     ミニハクサイ 荻野 耕一 様 

        ニンジン 田中 耕太郎 様 

        キャベツ 田中 耕太郎 様 

        ブロッコリー 田中 宏幸 様 

        カブ   田中 將浩 様 

        中玉トマト 田中 將浩 様 

農業委員会会長賞 

ダイコン 石井 隆弘 様 

JA東京あおば組合長賞 

        ホウレンソウ 會田 幸夫 様 

【志村みの早生大根の部】 

区長特別賞           田中 耕太郎 様 

区長賞             木村 繁夫 様 

農業委員会会長賞     木村 博之 様     

JA 東京あおば組合長賞  稲垣 和男 様       

令和6年度共進会 入賞者一覧 

板橋ふれあい農園会と板橋区の共催で、令和７年１月７日

（火）午前１１時から区立城北公園内野球場で「新春七草がゆの

集い」を行います（小雨決行）。オリジナル七草がゆの試食（先

着１，０００人）、区内産野菜・園芸品などの即売、繭玉飾りの

展示などを行います。新年を迎えて最初のイベントとして実施

できればと考えております。ぜひご来場ください。 

令和６年１０月１０日、板橋区農業委員会の委員視察として

茨城県つくば市にある、農研機構にて視察を行いました。 

農研機構では、「精密に出荷時期・出荷量を予測して情報連携

するシステムの開発について」や「緑肥等を利用した土づくりや

減肥について」など、様々なお話を伺うことができたのと同時

に、委員からも活発に質疑応答がなされ、実のある委員視察とな

りました。 

〇各部門の区長特別賞、区長賞、農業委員会会長賞、 

JA東京あおば組合長賞受賞者を掲賞 

【果樹の部】 

区長特別賞  カキ（太秋） 榎本 藤二 様 

区長賞    カキ（次郎） 岡田 キク 様 

    レモン  榎本 勇  様 

農業委員会会長賞  

ミカン  坂本 健  様 

JA 東京あおば組合長賞 

    カキ（太秋） 安井 芳一 様 

【園芸の部】 

区長特別賞  五葉松   杉田 秀昭 様 

区長賞    シクラメン寄せ植え  松澤 智昭 様 

農業委員会会長賞  

秋の寄せ植え  松澤 智昭 様 

JA東京あおば組合長賞 

木瓜（東洋錦）   杉田 秀昭 様 



 

 

肥培管理が良好な農地 

 

 

例年、１０月は、農地管理推進月間として位置づけており、その一環として生産緑地地

区を中心にパトロールを行っています。今年度は１０月２９日（火）に、区内すべての生

産緑地の利用状況を調査しました。ほとんどの農地が良好に肥培管理されており、各農家

の安心安全な野菜づくりに対する日々の努力と生産意識の高さがうかがわれました。引き

続き、良好な肥培管理をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

板橋区では、生産緑地の追加指定に取り組んでおり、現在では約８ヘクタールの農地が生

産緑地に指定されています。生産緑地の指定を受けると、行為制限や農地の維持管理義務が

発生する代わりに、固定資産税等の優遇措置が受けられます。 

詳しくは、農業委員会事務局までご連絡ください。 

【指定対象となる農地】 

面積３００㎡以上の良好に耕作されている一団の農地で、 

法定要件及び区の指定基準に該当するもの。         

 

 
 

 

板橋区では、農業振興及び農地保全を目的とした推進事業費の補助金制度があります。 

農業用ハウス施設の設置や補修費、土砂流出対策工事、トラクターなどの大型農機具の購

入のための経費、板橋区民農園の整備経費など、条件を満たした方を対象に総事業経費の３

分の１を補助する補助事業を行っております。 

 農機具の購入を考えている、或いは農機具が壊れてしまった等ございましたら、まずは赤

塚支所都市農業係までお問い合わせください。 

肥培管理が適正になされていない生産緑地に

ついては、農業委員会で指導を行っています。 

今年の夏は、記録的な猛暑が続き、今後は寒さ

が本格化しますが、雑草の管理など日々の適正な

農地の管理をお願いいたします。 

生産緑地の追加指定について 

板橋区都市型農業振興・農地保全推進事業費補助金のご案内 

農地利用状況調査について 

令和６年度に追加指定された農地 



 

 

 

 

 

農林水産省では、令和７年２月１日現在で「２０２５年農林業センサス」を実施します。 

この調査は、全国の農林業関係者を対象として行う大規模な調査であり、今後の農林業政

策に役立てるために５年ごとに実施される大変重要な調査です。  

１月中旬から２月中旬に、東京都知事から任命された統計調査員が調査票を持ってお伺い

しますので、ご協力をお願いいたします。 

※ 調査内容は統計以外の目的に利用されることはありません。 

※ 調査員は調査員証を携帯しています。 

【問い合わせ先】 

板橋区総務部総務課統計係 

℡（３５７９）２０５７ 

 

 

 

板橋区では、農家が農作業の人手不足でお困りの際に、援農ボランティア（無償）とし

て農作業のお手伝いをしていただく「援農ボランティア事業」を実施しています。 

派遣要請の受付は随時行っておりますので、ぜひ赤塚支所都市農業係までご相談くださ

い。 

 

 

 

 現在の農業者年金は加入者・受給者数に左右されにくい積立て方式（確定拠出型）の公的

年金で、以下の３つの条件を満たす方が加入いただける将来に役立つ年金です。 

＜３つの条件＞ 

（１）年間６０日以上農業に従事している。 

（２）２０歳以上６０歳未満である。 

（３）国民年金第１号被保険者である。 

メリット①将来受け取る年金給付額は、自分自身で納めた保険料と運用益で決まります。 

メリット②支払う保険料は全額社会保険料控除の対象となり、節税効果があります。 

パンフレットを窓口に用意してあります。詳しくは、農業委員会事務局までご連絡くださ

い。（農業者年金のお申込みは、ＪＡの窓口になります） 

農業者年金制度について 

２０２５年農林業センサスにご協力ください 

板橋区援農ボランティアを利用してみませんか？ 

マスコットキャラクター【つっちー】 


